
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種の音声信号を記録媒体に記録したり、或いは前記記録媒体に記録されている複数
種の音声信号を再生したりする装置であって、
　複数種の音声信号のうちの任意の種類の音声信号を選択し、選択された種類の音声信号
を出力する選択出力モードと、複数種の音声信号をミックスして出力するミックス出力モ
ードとを有し、何れかの出力モードを指示する為の出力モード指示手段と、
　複数種の音声信号を記録媒体に対して記録する記録動作モードと、前記記録媒体に記録
されている複数種の音声信号を再生する再生動作モードとを有し、何れかの動作モードを
指示する為の動作モード指示手段と、
　前記出力モード指示手段において前記ミックス出力モードが指示されている状態におい
て、前記動作モード指示手段において前記記録動作モードが指示された場合には、前記複
数種の音声信号を ミックスし 出力し、前記動作モード指示手段において前
記再生動作モードが指示された場合には、前記記録媒体から再生される複数種の音声信号
を任意に可変可能なミックス比に従ってミックスして出力する音声信号ミックス処理手段
とを備えたことを特徴とする音声信号処理装置。
【請求項２】
　前記複数種の音声信号の夫々は、２チャンネルの音声信号により構成されていることを
特徴とする請求項１に記載の音声信号処理装置。
【請求項３】
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　前記複数種の音声信号の夫々は、ステレオ音声信号により構成されていることを特徴と
する請求項１に記載の音声信号処理装置。
【請求項４】
　前記装置は、前記複数種の音声信号と共に当該複数種の音声信号に対応した映像信号を
記録媒体に記録したり、或いは前記記録媒体に記録されている複数種の音声信号と当該複
数種の音声信号に対応して記録されている映像信号とを再生したりする装置であることを
特徴とする請求項１に記載の音声信号処理装置。
【請求項５】
　複数系統の音声信号を記録媒体に記録したり、或いは前記記録媒体に記録されている複
数系統の音声信号を再生したりする装置であって、
　複数系統の音声信号のうちの任意の１系統の音声信号を選択し、選択された１系統の音
声信号を出力する選択出力モードと、複数系統の音声信号をミックスして出力するミック
ス出力モードとを有し、何れかの出力モードを指示する為の出力モード指示手段と、
　複数系統の音声信号を記録媒体に対して記録する記録動作モードと、前記記録媒体に記
録されている複数系統の音声信号を再生する再生動作モードとを有し、何れかの動作モー
ドを指示する為の動作モード指示手段と、
　前記出力モード指示手段において前記ミックス出力モードが指示されている状態におい
て、前記動作モード指示手段において前記記録動作モードが指示された場合には、前記複
数系統の音声信号を ミックスし 出力し、前記動作モード指示手段において
前記再生動作モードが指示された場合には、前記記録媒体から再生される複数系統の音声
信号を任意に可変可能なミックス比に従ってミックスして出力する音声信号ミックス処理
手段とを備えたことを特徴とする音声信号処理装置。
【請求項６】
　前記複数系統の音声信号の夫々の系統は、２チャンネルの音声信号により構成されてい
ることを特徴とする請求項５に記載の音声信号処理装置。
【請求項７】
　前記複数系統の音声信号の夫々の系統は、ステレオ音声信号により構成されていること
を特徴とする請求項５に記載の音声信号処理装置。
【請求項８】
　前記装置は、前記複数系統の音声信号と共に当該複数系統の音声信号に対応した映像信
号を記録媒体に記録したり、或いは前記記録媒体に記録されている複数系統の音声信号と
当該複数系統の音声信号に対応して記録されている映像信号とを再生したりする装置であ
ることを特徴とする請求項５に記載の音声信号処理装置。
【請求項９】
　複数種の音声信号を入力する音声信号入力手段と、
　前記複数種の音声信号を記録媒体に対して記録する記録動作モードと、前記記録媒体に
記録されている複数種の音声信号を再生する再生動作モードとを有する記録再生手段と、
　前記記録再生手段が前記記録動作モードのときには、前記音声入力手段で入力した複数
種の音声信号を ミックスし、前記再生動作モードのときには、前記記録媒体から再
生される複数種の音声信号を任意に可変可能なミックス比に従ってミックスする音声信号
ミックス処理手段と、
　前記音声信号ミックス処理手段でミックスされた音声信号をオーディオモニタに出力す
る出力手段とを備えたことを特徴とする音声信号処理装置。
【請求項１０】
　複数系統の音声信号を入力する音声信号入力手段と、
　前記複数系統の音声信号を記録媒体に対して記録する記録動作モードと、前記記録媒体
に記録されている複数系統の音声信号を再生する再生動作モードとを有する記録再生手段
と、
　前記記録再生手段が前記記録動作モードのときには、前記音声入力手段で入力した複数
系統の音声信号を ミックスし、前記再生動作モードのときには、前記記録媒体から
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再生される複数系統の音声信号を任意に可変可能なミックス比に従ってミックスする音声
信号ミックス処理手段と、
　前記音声信号ミックス処理手段でミックスされた音声信号をオーディオモニタに出力す
る出力手段とを備えたことを特徴とする音声信号処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、複数種の音声信号を記録媒体に記録したり、或いは前記記録媒体に記録されて
いる複数種の音声信号を再生したりする音声信号処理装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
現在、複数種の音声信号を記録媒体に記録したり、或いは前記記録媒体に記録されている
複数種の音声信号を再生したりする音声信号処理装置として様々なものがあるが、例えば
カメラ一体型デジタルビデオテープレコーダには、複数種（ステレオ音声２系統で、計４
チャンネル分）の音声信号を磁気テープに記録できる記録フォーマットが用意されている
。
【０００３】
そして、上述の記録フォーマットに準拠して複数種の音声信号を記録できるような装置を
考えた場合、記録媒体である磁気テープが持っているダイナミックレンジを有効に利用し
て、当該複数種の音声信号をＳ／Ｎの良い状態で記録することができるように、複数種の
音声（以下、ステレオ音声２系統をそれぞれ“ステレオ－１”と“ステレオ－２”と記す
）信号を両方とも一緒に磁気テープに記録する際には、夫々のレベルを最適に調整できる
ように各チャンネル毎に記録レベル設定用のボリュームを設け、該ボリュームを操作する
ことにより調整して記録し、また、“ステレオ－１”と“ステレオ－２”とを両方とも一
緒に磁気テープから再生する際には、上記“ステレオ－１”或いは“ステレオ－２”を夫
々独立して再生するモードと、“ステレオ－１”と“ステレオ－２”とを自由に設定可能
な任意のミックス比にてミックスして再生するモードとを備えたりすることが考えられる
。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述のように“ステレオ－１”と“ステレオ－２”の夫々の信号のレベル
を最適に調整して記録できるように前記記録レベル設定用のボリュームを設け、記録時の
“ステレオ－１”と“ステレオ－２”の夫々の信号を記録するレベルを設定して記録し、
再生時に“ステレオ－１”と“ステレオ－２”を自由に設定可能な任意のミックス比にて
ミックスして再生するモードに従って再生を行うことができるように構成された装置にお
いては、前記記録レベル設定用のボリュームによる音声信号の記録レベルの設定の状態に
よっては、記録媒体である磁気テープのダイナミックレンジを有効に利用して記録するこ
とができずに、再生時において“ステレオ－１”と“ステレオ－２”とを希望するミック
ス比でミックスして再生しようとすると、結果的にＳ／Ｎの悪い再生状態となってしまう
という問題があった。
【０００５】
本発明は、上述の問題を解決し、複数種或いは複数系統の音声信号を記録媒体のダイナミ
ックレンジを有効に利用して記録することができ、前記記録媒体に記録された複数種或い
は複数系統の音声信号をＳ／Ｎの良い良好な再生状態にてミックスして再生することがで
きる音声信号処理装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明の音声信号処理装置は、複数種の音声信号を記録媒体に記録したり、或いは前記
記録媒体に記録されている複数種の音声信号を再生したりする装置であって、複数種の音
声信号のうちの任意の種類の音声信号を選択し、選択された種類の音声信号を出力する選
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択出力モードと、複数種の音声信号をミックスして出力するミックス出力モードとを有し
、何れかの出力モードを指示する為の出力モード指示手段と、複数種の音声信号を記録媒
体に対して記録する記録動作モードと、前記記録媒体に記録されている複数種の音声信号
を再生する再生動作モードとを有し、何れかの動作モードを指示する為の動作モード指示
手段と、前記出力モード指示手段において前記ミックス出力モードが指示されている状態
において、前記動作モード指示手段において前記記録動作モードが指示された場合には、
前記複数種の音声信号を ミックスし 出力し、前記動作モード指示手段にお
いて前記再生動作モードが指示された場合には、前記記録媒体から再生される複数種の音
声信号を任意に可変可能なミックス比に従ってミックスして出力する音声信号ミックス処
理手段とを備えたものであり、また、複数系統の音声信号を記録媒体に記録したり、或い
は前記記録媒体に記録されている複数系統の音声信号を再生したりする装置であって、複
数系統の音声信号のうちの任意の１系統の音声信号を選択し、選択された１系統の音声信
号を出力する選択出力モードと、複数系統の音声信号をミックスして出力するミックス出
力モードとを有し、何れかの出力モードを指示する為の出力モード指示手段と、複数系統
の音声信号を記録媒体に対して記録する記録動作モードと、前記記録媒体に記録されてい
る複数系統の音声信号を再生する再生動作モードとを有し、何れかの動作モードを指示す
る為の動作モード指示手段と、前記出力モード指示手段において前記ミックス出力モード
が指示されている状態において、前記動作モード指示手段において前記記録動作モードが
指示された場合には、前記複数系統の音声信号を ミックスし 出力し、前記
動作モード指示手段において前記再生動作モードが指示された場合には、前記記録媒体か
ら再生される複数系統の音声信号を任意に可変可能なミックス比に従ってミックスして出
力する音声信号ミックス処理手段とを備えたものである。
　また、本発明の音声信号処理装置は、複数種の音声信号を入力する音声信号入力手段と
、前記複数種の音声信号を記録媒体に対して記録する記録動作モードと、前記記録媒体に
記録されている複数種の音声信号を再生する再生動作モードとを有する記録再生手段と、
前記記録再生手段が前記記録動作モードのときには、前記音声入力手段で入力した複数種
の音声信号を ミックスし、前記再生動作モードのときには、前記記録媒体から再生
される複数種の音声信号を任意に可変可能なミックス比に従ってミックスする音声信号ミ
ックス処理手段と、前記音声信号ミックス処理手段でミックスされた音声信号をオーディ
オモニタに出力する出力手段とを備えたものである。
　また、本発明の音声信号処理装置は、複数系統の音声信号を入力する音声信号入力手段
と、前記複数系統の音声信号を記録媒体に対して記録する記録動作モードと、前記記録媒
体に記録されている複数系統の音声信号を再生する再生動作モードとを有する記録再生手
段と、前記記録再生手段が前記記録動作モードのときには、前記音声入力手段で入力した
複数系統の音声信号を ミックスし、前記再生動作モードのときには、前記記録媒体
から再生される複数系統の音声信号を任意に可変可能なミックス比に従ってミックスする
音声信号ミックス処理手段と、前記音声信号ミックス処理手段でミックスされた音声信号
をオーディオモニタに出力する出力手段とを備えたものである。
【０００７】
（作用）
上述の構成により、複数種或いは複数系統の音声信号を記録媒体のダイナミックレンジを
有効に利用して記録することができ、前記記録媒体に記録された複数種或いは複数系統の
音声信号をＳ／Ｎの良い良好な再生状態にてミックスして再生することができるようにな
る。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。
【０００９】
図１～３は、本発明の実施の形態を説明するための図で、図１は２系統のステレオ音声信
号を記録媒体に記録し、再生する装置の概略構成を示したブロック図である。
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【００１０】
図１において、１は“ステレオ－１”の音声信号の入力端子、２は“ステレオ－２”の音
声信号の入力端子、３は“ステレオ－１”の音声信号の記録レベルを設定するための記録
レベル設定回路、４は“ステレオ－２”の音声信号の記録レベルを設定するための記録レ
ベル設定回路、５は入力される信号を記録媒体に記録するのに適した記録信号形態に変換
し、出力するための記録処理回路、６は磁気テープ或いは磁気ディスク等の記録媒体に対
して信号を記録したり、該記録媒体に記録されている信号を再生したりする記録再生部、
７は記録再生部６において再生された信号から元の信号を復元し、出力するための再生処
理回路、８及び９は装置の記録動作モード時と再生動作モード時とで、前記記録処理回路
５に対して供給される信号を出力するか、前記再生処理回路７から出力される信号を出力
するかを切り換える出力切換スイッチ、１０は“ステレオ－１”の音声信号の出力レベル
を設定するための出力レベル設定回路、１１は“ステレオ－２”の音声信号の出力レベル
を設定するための出力レベル設定回路、１２は“ステレオ－１”の音声信号と“ステレオ
－２”の音声信号とをミックスし、出力するためのミックス回路、１３は“ステレオ－１
”の音声と“ステレオ－２”の音声とを夫々単独で出力するか、或いはミックスして出力
するかを選択するための出力モード選択スイッチ、１４はスピーカー、ヘッドホン、レベ
ルメータ等のモニター装置に対して音声信号を出力するためのモニター出力端子、１５は
動作モードによって各スイッチやレベル設定回路をコントロールするためのシステムコン
トロール回路である。
【００１１】
ところで、図１においては、１系統のステレオ音声信号を１本の線で示しているが、実際
装置の各構成要素は左右（Ｌｃｈ及びＲｃｈの計２チャンネル）夫々の音声信号に対応し
た２本のケーブルにより接続されている。
【００１２】
以下、本発明の一実施の形態として図１に示した音声信号処理装置の動作について説明す
る。
【００１３】
図１において“ステレオ－１”の音声信号は入力端子１に、“ステレオ－２”の音声信号
は入力端子２に各々入力される。
【００１４】
記録レベル設定回路３では前記入力端子１より入力された“ステレオ－１”の音声信号の
記録レベルが設定され、記録レベル設定回路４では前記入力端子２より入力された“ステ
レオ－２”の音声信号の記録レベルが設定され、記録レベルが設定された音声信号は次段
の記録処理回路５に供給される共に、出力切換スイッチ８、９の図中のＲ端子に供給され
ている。
【００１５】
そして、記録処理回路５において、前記記録レベル設定回路３、４より出力される“ステ
レオ－１”の音声信号と“ステレオ－２”の音声信号とは夫々記録媒体に記録するのに適
した記録信号形態に変換され、記録再生部６において不図示の記録媒体に記録される。
【００１６】
一方、記録再生部６において記録媒体から再生される信号は、再生処理回路７において前
記記録処理回路５において施された変換処理とは逆の処理が施され、元の“ステレオ－１
”の音声信号と“ステレオ－２”の音声信号とに戻され、出力切換スイッチ８、９の図中
のＰ端子に供給されている。
【００１７】
そして、不図示の操作キーを操作することにより、装置の動作モードが記録動作モードに
設定された場合には、システムコントロール回路１５からの指示によって出力選択スイッ
チ８、９は図中のＲ端子側に接続され、記録レベル設定回路３、４から出力される信号は
、出力レベル設定回路１０、１１、ミックス回路１２、出力モード選択スイッチ１３を経
由してモニター出力端子１４に送られるように構成されており、該モニター出力端子１４
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にスピーカー、ヘッドホン、レベルメータ等のモニター装置を接続することにより、使用
者は該モニター装置にて記録媒体に記録する“ステレオ－１”及び“ステレオ－２”の音
声をモニターしながら前記記録レベル設定回路３、４における設定ボリュームを操作する
ことにより記録時の“ステレオ－１”及び“ステレオ－２”の音声信号の記録レベルの設
定を行なうことができるように構成されている。
【００１８】
なお、モニター出力端子１４から不図示のモニター装置に対して出力される信号は、不図
示の操作キーを操作することにより、システムコントロール回路１５から出力される選択
指示によって出力モード選択スイッチ１３を切り換えることにより選択できるように構成
されており、該出力モード選択スイッチ１３により選択された信号がモニター出力端子１
４に出力される。
【００１９】
また、不図示の操作キーを操作することにより、装置の動作モードが再生動作モードに設
定された場合には、システムコントロール回路１５からの指示によって出力選択スイッチ
８、９は図中のＰ端子側に接続され、再生処理回路７から出力される“ステレオ－１”及
び“ステレオ－２”の音声信号は、出力レベル設定回路１０、１１、ミックス回路１２、
出力モード選択スイッチ１３を経由してモニター出力端子１４にも送られるように構成さ
れており、該モニター出力端子１４にスピーカー、ヘッドホン、レベルメータ等のモニタ
ー装置を接続することにより、使用者は該モニター装置にて記録媒体に記録されている“
ステレオ－１”及び“ステレオ－２”の音声をモニターすることができる。
【００２０】
なお、モニター出力端子１４から不図示のモニター装置に対して出力される信号は、不図
示の操作キーを操作することにより、システムコントロール回路１５から出力される選択
指示によって出力モード選択スイッチ１３を切り換えることにより選択できるように構成
されており、上述の記録動作モード時と同様に前記出力モード選択スイッチ１３により選
択された信号がモニター出力端子１４に出力される。
【００２１】
ところで、本実施の形態としての音声信号処理装置においては、上述のように不図示の操
作キーを操作することにより、システムコントロール回路１５は、“ステレオ－１”の音
声或いは“ステレオ－２”の音声を夫々単独で出力する“ステレオ－１”出力モード或い
は“ステレオ－２”出力モードが選択指示されている場合には、指示されている出力モー
ドに従って出力モード選択スイッチ１３の接続状態を制御し（すなわち、“ステレオ－１
”出力モードが指示されている場合には、図１の“ステレオ－１”側の端子に接続され、
“ステレオ－２”出力モードが指示されている場合には、図１の“ステレオ－２”側の端
子に接続される）、“ステレオ－１”の音声及び“ステレオ－２”の音声をミックスした
ミックス音声を出力するミックス出力モードが選択指示されている場合には、出力モード
選択スイッチ１３を図１の“ミックス”側の端子に接続する（図３のＳ１，Ｓ２）ように
構成されており、以下、“ステレオ－１”の音声と“ステレオ－２”の音声とをミックス
したミックス音声を出力するミックス出力モードが選択されている場合の動作について説
明する。
【００２２】
上述のようにミックス出力モードが選択指示されている場合に、システムコントロール回
路１５は、更に装置が記録動作モードに従って動作しているか再生動作モードに従って動
作しているかに応じて出力レベル設定回路１０、１１において設定される信号のゲインを
制御するように構成されている。
【００２３】
すなわち、装置が記録動作モードに従って動作している場合には、“ステレオ－１”の音
声信号と“ステレオ－２”の音声信号とがミックス回路１２において均等にミックスされ
てモニター出力端子１４から出力されるように前記出力レベル設定回路１０、１１におい
て設定される信号のゲインが制御され（図３のＳ３，Ｓ４）、一方、装置が再生動作モー
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ドに従って動作している場合には、不図示の操作キーを操作することにより設定される“
ステレオ－１”の音声と“ステレオ－２”の音声とのミックスバランスに対応したミック
ス比でミックス回路１２において“ステレオ－１”の音声信号と“ステレオ－２”の音声
信号とがミックスされてモニター出力端子１４から出力されるように、前記出力レベル設
定回路１０、１１において設定される信号のゲインが制御される（図３のＳ３，Ｓ５）。
【００２４】
以上説明したように、本実施の形態としての音声信号処理装置では、再生時には、例えば
“ステレオ－２”の音声を大きなレベルでモニター装置に供給させようとする場合には、
不図示の操作キーを操作することにより図２の右側の方のミックスバランスに設定し、前
記出力レベル設定回路１０、１１におけるゲインを設定することにより、“ステレオ－１
”の音声は小さく、“ステレオ－２”の音声は大きくなるようなミックス比でミキシング
し、モニター出力端子１４より出力するといったように、前記モニター出力端子１４より
出力させる音声信号のレベルを任意に設定することができが、記録時に操作者が“ステレ
オ－１”の音声と“ステレオ－２”の音声をモニターしながら記録レベル設定回路３、４
における設定ボリュームを操作し、記録媒体に記録する“ステレオ－１”の音声信号と“
ステレオ－２”の音声信号の記録レベルを調整する際に、モニター出力端子１４から出力
されるミックス音声信号における“ステレオ－１”の音声と“ステレオ－２”の音声との
ミックスバランスが均等になるように、前記記録レベル設定回路３、４において設定され
る“ステレオ－１”の音声信号と“ステレオ－２”の音声信号夫々の記録レベルを相殺す
るように前記出力レベル設定回路１０、１１におけるゲインを操作者自身が調整しなくて
も、出力モード選択スイッチ１３においてミックス出力モードが選択されている場合、記
録時には常に“ステレオ－１”の音声と“ステレオ－２”の音声とが均等にミックスされ
た状態で出力されるよう、システムコントロール回路１５によって出力レベル設定回路１
０、１１における出力レベルを自動的に設定するように構成されているので、操作者が“
ステレオ－１”の音声と“ステレオ－２”の音声とのミックス音声をモニターしながら記
録媒体のダイナミックレンジを有効に使って最適な記録レベルを設定することができ、再
生時におけるミックス音声信号のＳ／Ｎを向上させることができる様になる。
【００２５】
なお、本実施の形態では、音声信号が２系統の場合について説明したが、本発明は３系統
以上の場合にも有効である。
【００２６】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、複数種或いは複数系統の音声信号を記録媒体のダ
イナミックレンジを有効に利用して記録することができ、前記記録媒体に記録された複数
種或いは複数系統の音声信号をＳ／Ｎの良い良好な再生状態にてミックスして再生するこ
とができる音声信号処理装置を提供することができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態としての音声信号処理装置のブロック図である。
【図２】図１に示した装置におけるミックスバランスの調整動作を説明するための図であ
る。
【図３】図１に示した装置の動作を表わす動作フローチャートである。
【符号の説明】
１　“ステレオ－１”の音声信号入力端子
２　“ステレオ－２”の音声信号入力端子
３　記録レベル設定回路
４　記録レベル設定回路
５　記録処理回路
６　記録再生部
７　再生処理回路
８　出力切換スイッチ

10

20

30

40

50

(7) JP 3768647 B2 2006.4.19



９　出力切換スイッチ
１０　出力レベル設定回路
１１　出力レベル設定回路
１２　ミックス回路
１３　出力モード選択スイッチ
１４　モニター出力端子
１５　システムコントロール回路

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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